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2024年度 第 3四半期 決算説明会 質疑応答要約 
 
 P&S事業 
Q）売上・利益ともに通期予想を上方修正したが、どのような変化があったのか。 
A）P&S 事業の上振れ要因は消耗品。第 3 四半期において、欧州での値上げを発表したことを受け、

販売チャネルによる値上げ前の駆け込み需要があった。第 4 四半期にはその反動減が出ることを想
定しているが、通期での消耗品の対前年増減率については、期初想定より上振れる見通し。 

 
Q）従来、下期は販促費の関係もあり利益が圧迫される傾向にあったが、今回の第 3 四半期は好

調だった。背景は。 
A）欧州における消耗品の値上げ前の駆け込み需要が、想定より大きかったことに加え、第 3 四半期で

発生する予定だった経費が第 4四半期に期ずれしたことが主要因。このため、第 3四半期から第 4
四半期にかけては、利益は減少する見通し。 

 
Q）市場が縮小していく中でも、事業環境としては今後も消耗品を持続的に値上げするなどして、収

益を維持することが可能なのか。 
A）継続的に値上げが可能かどうかは、他社との競争状況にもよるので何とも言えないが、それぞれの市

場の状況を見てチャンスがあるときには、引き続き価格転嫁を検討したいと考えている。 
 
Q）消耗品の値上げ効果を除いた実際の販売数量や印刷量はどのようなトレンドか。 
A）ペーパーレス化を受け、印刷量は緩やかに減少している。消耗品の販売数量については、インクやト

ナーのカートリッジの大容量化を進めていることもあり、微減傾向にある。 
 
 マシナリー事業 
Q）第 2四半期に引き続き、通期予想を下方修正した背景は。 
A）第2四半期の時点では、工作機械業界の市況の方向性が定まっていない中で、11月の JIMTOF

による刺激・弾みがつくことなどを期待していた。しかし、結果的には期待通りの市況回復に至らず、
今回さらに下方修正をすることとなった。 

 
Q）足元での需要に回復感があるとのことだが、地域別・業種別でどこがよいのか。 
A）足元では、特に中国の EV 関係が盛り上がってきている感触がある。台湾についても、アップダウンの

激しい市場ではあるが、好調が継続している。インドは景気が減速しつつあるが、引き合いは活況。
ただし、受注に至るまでに時間を要するようにはなってきている。 

 
 P&H事業 
Q）第 3四半期の利益水準が高いが、来期以降の継続性は。 
A）コロナ特需やその反動減が一巡し、今期はようやく市況が正常化した。この事業は 10％程度の利

益率を出せると捉えており、来期以降も安定した利益水準が確保できると考えている。 
以上 


